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重症喘息に対する新規非薬物療法
～気管支サーモプラスティ～

当センター呼吸器内科は、肺癌、喘息、COPD、結

核、間質性肺炎など全ての呼吸器疾患を扱っております。

その中でも気管支喘息患者数は以前から多く、特に重症

難治性患者が多数います。重症喘息患者に対しては、抗

IgE抗体治療や種々の抗サイトカイン抗体治療（治験）

などの薬物療法を積極的に行い、できる限り全身ステロ

イド治療を減らすように心がけています。

非薬物療法としては、重症喘息患者に対する気管支サ

ーモプラスティを全国に先駆けていち早く導入し、

2015年10月現在では全国で最も多くの治療症例数に

達しています。適応は、気管支鏡手技が可能な、高用量

の吸入ステロイド薬及び長時間作用性β２刺激薬で喘息

症状がコントロールできない１８歳以上の重症喘息患者

です。気管支内視鏡下に細いバスケットカテーテルを3

～10ｍｍの気管支に挿入し、65℃10秒間高周波エネ

ルギーを通電することで、気管支壁を温め気管支平滑筋

量を減少させるという新規非薬物療法です。3週間以上

の間隔をあけ、3回（右下葉支、左下葉支、両上葉支）

に分けて治療を行います。毎回4～7日間の入院治療と

なります。米国では、2010年より既にFDAに承認さ

れ5年以上の治療の歴史があります。喘息関連QOLの

改善や喘息増悪抑制の治療効果が術後１年以内に認め

られ、その効果は少なくとも５年間継続することが報

告されています。副作用は術後治療局所の喘鳴などが

生じますが１週間以内に改善します。当院では8症例の

治療を施行し、皆、短期的には自覚症状や呼吸機能の

改善などの治療効果が認められ、比較的安全に治療が

施行できています。入院費も含め１回の治療で約５０

万円はかかる高額の治療でありますが、東京都の喘息

医療費助成患者では補助されますし、通常の保険診療

であれば、高額療養費制度で補助されます。

日本では、2013年の時点でも未だに1728人の喘

息死が計上されており、喘息医療費高騰の原因は重症

喘息患者の治療費にあり、喘息死回避のためにも重症

喘息患者に対する新規治療法の導入は有用です。保険

適応となっていても多くの喘息患者にはまだ知られて

いない治療法であり、難治性喘息患者の治療法の選択

肢の一つとして、新規非薬物療法である気管支サーモ

プラスティを提供したいと考えています。

特に重症喘息で、抗IgE抗体、全身ステロイド薬を使

用している患者や増悪発作を繰り返す患者は、当セン

ターに是非ご紹介いただければ幸いです。



センター病院は9月29日付けでJMIP認証を取得しました

JMIP（外国人患者受け入れ医療機関認証制度：

Japan Medical Service Accreditation for International

Patients）とは、日本医療教育財団が2013年3月よ

り実施している国の事業の一環として構築された認

証制度で、日本国内の医療機関に対し、多言語によ

る診療案内や、異文化・宗教に配慮した対応など、

外国人患者の受入れに関する体制を第三者的に評価

し、医療を必要とするすべての人に、安心・安全な

医療サービスを提供できる体制づくりを支援する制

度です。審査方法は、認定調査員による書面調査と

訪問調査からなり、書面調査は「現況調査票」や

「自己評価票」などを事前に提出、訪問調査では面

接や院内ラウンド調査などを組み合わせ、外国人患

者の受入れ体制が適切かつ円滑に実施されているか

などが入念にチェックされます。審査は2日間に渡っ

て実施され、認定調査員の調査をもとに、「認証審

査会」において最終的な判断がなされるという流れ

になっております。評価内容は 第1分類：受入れ対

応 、第2分類：患者サービス、第3分類：医療提供

の運営、第4分類：組織体制と管理、第5分類：改善

に向けた取り組み、の5分野にわかれ、全部で94の

評価項目から構成されております。およそ1年の準備

期間を設け、評価項目をすべて見直し足らぬところ

を一つ一つ克服していくという地道な作業が必要で

した。事前の書面調査後、実際の訪問審査は7月29、

30日の2日間にわたって実施されました。幸いにし

て結果は、評価項目94のうち、“部分的に適切”は

わずかに5項目でそのほか89項目はすべて適切に行

われていると判断されました。不適切項目はひとつ

もなく、日本医療教育財団の定める認証基準をすべ

て達成していると認められ、9月29日付けで無事認

証を取得しました。2013年3月22日の3医療機関

の初認証からおよそ2年半が経過していますが、今回

で当センター病院を含め認証病院は全国で11病院と

なり、東京都内では当センター病院が第1号となっ

ております。

ただ、認証をとってこれで終わりではなく、まだ

まだ改善すべき点は多々あります。また認証期間は

わずかに3年間ですので、今後も常にupdateしてゆ

かねばなりません。外国人患者のための療養環境を

整えることは自国民にとってもその原点を見直すこ

とになり、すべての患者さんにとってよりよい快適

な療養環境の提供が可能になるものと考えておりま

す。引き続き皆様のご理解とご協力をお願い申し上

げます。最後になりましたが、本認証取得のために

多大な労をとって頂いた国際診療部の方々を始め、

多くの職員の方々にこの場を借りて心より感謝申し

上げます。

副院長

原 徹男

参考：JMIPのHPのアドレスはhttp://jmip.jme.or.jp/です。



ISO 15189の認定を取得して

この度、当センター病院の中央検査部門では、臨

床検査室の国際規格であるISO 15189の認定を取得

しました。

ISO 15189は、臨床検査室の質と能力を向上させ

るために必要な様々な要求事項により規定されてお

り、その要求事項は品質管理上のものと技術管理上

のものとに大別されています。 通常、臨床検査室の

業務はその大部分がブラックボックス化されている

ため、このような第三者機関の評価を受けることに

より、その検査室の質と能力を客観的に評価するこ

とが可能になります。

患者さんに対して、安全かつ安心で質の高い医療

を提供するためには、質が担保された臨床検査デー

タの存在が必要不可欠ですので、今回の認定取得は

大変意義深いものであると思っています。

当検査部門の認定番号は「RML00950」です。

これは国内で95番目に認定されたことを表していま

す。我が国はISO 15189の取得に関しては後進国で

あり、全国に存在する3,209の検査室のうち、わず

か95の検査室（2.9％）しか本認定を取得していま

せん。また取得しても継続が困難になる検査室も存

在するため、現時点では85の検査室が認定されてい

るに過ぎません。

我々も認定取得は達成したものの、あくまでもス

タート地点に立てたに過ぎません。今後は4年後の

更新審査までの間に2回のサーベイランス受審が義

務付けされていますので、ほぼ毎年の審査をクリア

しながら、質と能力の維持向上に努めていきたいと

思います。

みなさまには引き続き様々な面でご支援をいただ

くことになると思いますが、中央検査部門職員一丸

となってさらに精進してまいりますので、今後とも

ご指導ご鞭撻の程どうぞ

よろしくお願い申し上げ

ます。

臨床検査技師長

永 井 正 樹

の 味 覚 レンコン

管理栄養士

高橋 美和子

～レンコンのはさみ焼き～
○材料（2人分）○
・レンコン 200g
・豚ひき肉 150g
・長ネギ 50g
・しょうが 5g
・みそ 小さじ2
・酒 小さじ2
・みりん 小さじ2
・小麦粉 小さじ2
・ごま油 適量
・ポン酢 適量
・レタス 10g (飾り用)
・ミニトマト 2個(飾り用)
（一人当たりエネルギー 295kcal 塩分1.1g）

○作り方○
①レンコンは5mmの薄さに切って、10分くらい酢水に浸し
ておく。
②長ネギとしょうがはみじん切りにして、調味料(みそ、酒、
みりん)、小麦粉とともに豚ひき肉とよく混ぜ合わせる。
③レンコンの水気をとり、②でできた肉あんをレンコンでは
さむ。（ポイント：レンコンの穴の中に肉を押し込めるよう
にはさむと焼いたときにレンコンがはがれにくくなります）
④フライパンにごま油を敷き、弱火で4分焼いたあと、裏返
して蓋をしたままさらに5分焼く。
⑤お皿に盛りつけて出来上がり。お好みでポン酢をつけて召
し上がってください。

レンコンは蓮（はす）の地下茎が大きくなったもの

で、沼の中で栽培し、10～12月の時期に掘り出され

ます。秋口に収穫される新レンコンは柔らかくあっさ

りとした味わいをしていますが、冬のものは粘りが出

て甘味も増してくるので月によってまた違った味が楽

しめる野菜です。レンコンの特徴の一つに粘りがあり

ますが、この粘りはムチン様の粘質多糖です。また、

ビタミンＣも多く含まれており、免疫力を高め、風邪

になりにくい身体にしてくれる働きがあります。

レンコンは野菜の中でも特別、油との相性が良いもの

とされています。ごま油の香りと共にぜひ秋の食感を

楽しんでみてください。
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外来診療時間 8：30～17：15
・初診受付 紹介状が無い場合 8：30～11：00

紹介状が有る場合 8：30～14：00

ただし、形成外科、産婦人科、神経内科、整形外科、精神科、

リハビリテーション科の6科および結核(疑いも含む)について
は「11時までの受付」と なっています。

・休診日 土・日・祝日・年末年始

アクセス

・都営地下鉄 大江戸線「若松河田駅」より徒歩5分
・東京メトロ 東西線「早稲田駅」2番出口より徒歩15分
・JR大久保駅又は新大久保駅より都営バス「新橋」行

国立国際医療研究センター前 下車
・新宿駅西口より都営バス「医療センター経由女子医大」行

国立国際医療研究センター前 下車

お知らせ

看 護 通 信

国立国際医療研究センターでは、平成27年10月1日から日本の健康保険証をお持ちでない外国人および日本

人の方の診療報酬の算定を、従来の1点10円から20円に変更をいたしました。当院をご紹介いただく際に、こ

の変更点についてご留意いただけますようお願いいたします。（個室料や文書料等保険外のものの価格はそのま

まです）

医師人事異動

日本の健康保険のない外国人・日本人の会計法の変更について

採用・転入等 退職・転出等

発令日 役職名 氏 名 備 考 発令日 役職名 氏 名 備 考

H27.10.1 放射線診断科医師 志多 由孝 H27.9.30 ＡＣＣ科医師 本田 元人

H27.11.1 脳神経外科医師 髙畠 和彦 H27.9.30 放射線診断科医師 増田 敏文

H27.10.21 人間ドック科医師 米田 有紀

ピンクリボン活動

当センターでは、毎年10月にがん化学療法認定看護師が主催し、乳

がんの正しい知識と早期発見・受診の啓蒙活動である「ピンクリボン

フェアー」を開催しています。

当センターに通院・入院する患者・家族はもちろん、病院に勤務す

る女性職員に向け、乳がん検診を勧めるとともに、治療や日常生活や

家族関係などに関する様々な相談や情報提供を行っています。また、

ピンクリボンツリーに大切な方へのメッセージを記入していただき飾っています。

乳がんの一次検診を受け、疑いのある方は、当センター乳腺外科で二次検診を

行っています。毎週火曜日は、乳腺外科医とがん化学療法看護認定看護師の恊働

で乳腺ケア外来を開設し、二次検診後のフォローを行っています。連携登録医の

諸先生方には、医療連携室を通じてご利用頂ければ幸いです。
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